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２
月
24
日
、美
唄
尚
栄
高
校
に
て
職
業

説
明
会
が
開
催
さ
れ
、Ｊ
Ａ
み
ね
の
ぶ
を

は
じ
め
と
す
る
地
元
企
業・事
業
所
14
社

が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
説
明
会
は
、毎

年
美
唄
市
内
の
企
業
や
事
業
所
が
集
ま

り
、高
校
生
に
向
け
て
職
業
や
業
務
内
容

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
。

当
日
は
、美
唄
尚
栄
高
校
の
１
年
生
と

２
年
生
、計
87
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま
し

た（
前
年
は
１
１
２
名
）。生
徒
た
ち
は
、事

前
に
興
味
の
あ
る
４
つ
の
企
業・事
業
所
を

選
択
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
で
業
務
内

容
な
ど
に
つい
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
み
ね
の
ぶ
の
説
明
会
に
は
17
名
の

生
徒
が
参
加
し（
前
年
は
52
名
）、Ｊ
Ａ
の

組
織
概
要
や
役
割
、Ｊ
Ａ
が
取
り
組
む

地
域
貢
献
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
み
ね
の
ぶ
で
は
、今
後
も
地
域
の

若
者
た
ち
が
地
元
企
業
や
農
業
に
親
し

み
を
持
ち
、将
来
の
進
路
選
択
に
役
立
て

ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に

行
って
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
み
ね
の
ぶ
青
年
部
は
２
月
26
日
に

本
年
度
の
ス
ノ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
制
作
を
実

施
し
ま
し
た
。

「
ス
ノ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ 

in 

そ
ら
ち 

２
０

２
６
」の
テ
ー
マ
で
あ
る「
躍
進
」を
表
現

す
る
た
め
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た

作
品
制
作
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
人

の
手
作
業
に
よ
っ
て
制
作
し
て
い
た
雪
上

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、今
回
は
デ
ザ
イ
ン
デ
ー
タ

を
用
い
た
投
影
方
式
で
実
施
。表
現
の
自

由
度
が
高
ま
る
と
と
も
に
制
作
効
率
も

向
上
し
、作
業
時
間
の
短
縮
に
も
つ
な
が

り
ま
し
た
。

作
品
デ
ザ
イ
ン
は
、Ｊ
Ａ
み
ね
の
ぶ
１
１

０
周
年
記
念
ロ
ゴ
に
込
め
ら
れ
た「
一圓
融

合（
互
い
に
支
え
合
い
、調
和
の
中
で
発
展

す
る
）」の
精
神
を
踏
ま
え
て
制
作
。力

2
月
25
日
、峰
延
朝
取
り
野
菜
生
産

者
の
会
が
令
和
７
年
度
の
総
会
を
開
催

強
く
伸
び
る
稲
穂
を
象
徴
的
に
配
置
し
、

峰
延
の
大
地
に
根
を
張
り
な
が
ら
上
へ
と

伸
び
る
姿
に
、地
域
農
業
の
持
続
的
な
発

展
と
、歴
史
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
未
来
へ

躍
進
し
て
い
く
思
い
を
込
め
ま
し
た
。ま

た
、融
雪
剤
な
ど
の
着
色
資
材
を
使
用
し

な
い
方
法
を
採
用
し
た
こ
と
で
環
境
負

荷
の
軽
減
に
も
配
慮
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
s
の
観
点

か
ら
も
持
続
可
能
性
を
意
識
し
た
取
り

組
み
と
な
り
ま
し
た
。

し
、来
賓（
伊
藤
組
合
長
）を
含
め
た
17

名
が
総
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

志
水
会
長
の
挨
拶
後
、議
長
に
切
山

啓
子
さ
ん（
光
珠
内
北
）を
選
出
し
て
議

事
を
進
め
、令
和
７
年
度
事
業
経
過・収

支
決
算
・
監
査
の
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、

令
和
８
年
度
事
業
計
画（
案
）・
収
支
予

算（
案
）・役
員
改
選（
監
事
の
み
）・出
荷

体
制
の
変
更
に
つ
い
て
審
議
し
、全
て
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、新
任
役
員
に
つ
い
て
は
、次
の
通

り
で
す
。（
敬
称
略
）

監　

事　
　

斉　

藤　

京　

子　

監　

事　
　

久
木
野　

実　

玖

美
唄
尚
栄
高
校
で
職
業
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

開
催

青
年
部
ス
ノ
ー
メ
ッ
セ
ー
ジ
制
作

峰
延
朝
取
り
野
菜
生
産
者
の
会

　
　
　
　
　
　
　

  

総
会
を
開
催
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２
月
25
日
、販
売
企
画
課
と
峰
延
朝

取
り
野
菜
生
産
者
の
会
の
合
同
で
、管
内

の
青
果
生
産
者
に
向
け
た
講
習
会
を
開

催
し
、22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
株
式
会
社
タ
ネ
シ
ョ
ウ
シ
ー

ド
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
水
谷
氏
と
荒
木

氏
を
招
き「
北
海
道
の
気
候
変
動
と
対

応
策
」を
テ
ー
マ
に
、夏
場
の
猛
暑
に
対
応

す
る
為
の
技
術
や
資
材
、作
物
の
品
種
選

定
等
に
つ
い
て
、具
体
的
な
品
目
も
踏
ま

え
た
内
容
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
後
に
は
参
加
者
か
ら
の
具
体
的

な
相
談
と
し
て
、ト
マ
ト・ナ
ス・レ
タ
ス・キ

ャ
ベツ
と
いっ
た
品
目
別
の
内
容
か
ら
、マ
ル

チ
の
色
選
び
や
土
壌
改
良
と
いっ
た
広
い

テ
ー
マ
ま
で
多
く
の
質
問
が
飛
び
交
い
、

有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
26
日
、Ｊ
Ａ
本
所
３
階
に
て
、香

り
の
畦
み
ち
ハ
ー
ブ
米
部
会
の
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。総
会

後
、北
海
道
ク
リ
ー
ン
農
業
推
進
協
議
会

の
相
木
様
よ
り
Y
E
S
！
c
l
e
a
n

協
議
会
の
概
要
、み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
に
つ
い
て
の
講
習
会
を
開
催
し
、

活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
一
財
）日
本
穀
物
検
定
協
会
は
２
月

28
日
に
令
和
７
年
産
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン

グ
を
発
表
し
ま
し
た
。

対
象
は
１
４
４
産
地
品
種（
前
年
１
４

３
）で
、最
上
位
の「
特
Ａ
」の
米
は
43
産

地
品
種
で
前
年
よ
り
４
産
地
品
種
増
加

し
ま
し
た
。次
の「
Ａ
」の
米
は
71（
前
年

76
）、「
Ａ
」の
米
は
30（
前
年
28
）と
な
り

ま
し
た
。「
Ｂ
」と「
Ｂ
」の
評
価
は
今
回

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

北
海
道
米
は「
な
な
つ
ぼ
し
」と「
ゆ
め

ぴ
り
か
」が
今
年
も
最
高
評
価
の「
特

Ａ
」を
獲
得
し
、「
な
な
つ
ぼ
し
」は
16
年

連
続
、「
ゆ
め
ぴ
り
か
」は
15
年
連
続
の

「
特
Ａ
」を
獲
得
し
ま
し
た
。「
ふ
っ
く
り

ん
こ
」は
昨
年
に
引
き
続
き「
Ａ
」と
な
り

ま
し
た
。

米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
は
良
質
米
生
産

の
推
進
と
米
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、

同
協
会
が
１
９
７
１
年
産
米
か
ら
毎
年

実
施
し
、今
回
が
55
回
目
と
な
り
ま
す
。

評
価
対
象
は
道
府
県
の
奨
励
品
種
で

作
付
面
積
１
０
０
０
ha
以
上
又
は
収
穫

量
５
０
０
０
ｔ
以
上
の
基
準
を
満
た
す
も

の
を
道
府
県
が
選
出
。評
価
は
、炊
飯
し

た
対
象
米
と
複
数
産
地
の「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」

を
ブ
レ
ン
ド
し
た
基
準
米
を
比
較
し
て
、

専
門
の
評
価
員
１
０
０
人
が「
外
観
・
香

Ｊ
Ａ
み
ね
の
ぶ
の
営
業
時
間
が
４
月
か

ら
10
月
31
日
ま
で
の
期
間
、夏
期
営
業
時

間
に一部
変
わ
り
ま
す
。

各
部
署
の
営
業
時
間
は
次
の
通
り
で

す
。こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
利
用
を
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。

販
売
企
画
課
で
は
、少
量
か
ら
出
荷
で

き
る
ご
近
所
野
菜
か
ら
、店
舗
の
注
文
に

応
じ
て
出
荷
を
行
う
買
取
販
売
ま
で
幅

広
く
青
果
物
の
集
荷
販
売
を
取
り
進
め

て
い
ま
す
の
で
、興
味
の
あ
る
方
は
、青
果

担
当
の
豆
野
ま
で
い
つ
で
も
ご
連
絡
願
い

ま
す
。

（
電
話
０
１
２
６
―
６
７
―
２
１
１
５
）

り・味・粘
り・硬
さ・総
合
評
価
」の
６
項

目
を
比
較
し
て
５
段
階
で
評
価
し
ま
す
。

´

´

青
果
生
産
者
向
け
講
習
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施

香
り
の
畦
み
ち
ハ
ー
ブ
米

　
　
　
　

生
産
部
会
総
会
を
開
催

令
和
７
年
産
米
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
発
表

北
海
道
産
２
品
種
は 

今
年
も「
特
A
」

夏
期
営
業
時
間
に
変
更
し
ま
す

ＪＡみねのぶ　夏期営業時間（令和８年４月１日～10月31日）

▶生活店舗 … 月曜～土曜・祝日の午前９時30分～午後６時、日曜日は定休日です。
▶ＡＴＭ（現金自動預払機）…月曜～土曜の午前９時～午後６時、祝日と日曜日は休みです。
▶営農資材店舗　下記の日程で、土曜日・日曜日・祝日の営業を実施しますので、皆さまのご利用をお待ち申し上げます。
　◎４月と５月の２ヵ月（４月１日～５月31日（５月５日は除く））…土曜日・日曜日・祝日は午前８時～午後４時の営業時間
　　※土曜日・日曜日・祝日の配送業務は行っておりません。
　◎６月から10月の５ヵ月（６月１日～10月31日）…土曜・日曜日・祝日は休業
　　※「７月・８月の連休」及び「秋の農繁期」については臨時営業を実施し都度お知らせいたします。

【ご留意】

本 部 事 務 所
総務課・金融課（融資）

ビ
ル
2
階

精  米  所
午前９時～午後４時

＊毎週の木曜・金曜：休み
＊木曜午後１時～２時：引取のみ受付

平日（月曜～金曜） 土　　曜 日　曜 祝　　日

午前9時～午後５時 休　　み 休　　み

午前9時～午後５時 休　　み 休　　み

休　　み 休　　み

午前9時～午後５時 ６～10月：休み
４月～５月：午前８時～午後４時

午前9時～午後６時 休　　み
午前9時30分～午後６時 休　み

金 融 店 舗
金融課（貯金・共済）ビ

ル
１
階ATM(現金自動預払機)

午前７時30分～午後７時30分 午前７時30分～午後７時給 　 油 　 所

生 活 店 舗

営
農
事
務
所

農業振興課・営農販売課
販売企画課

営 農 資 材 店 舗

午前9時～午後４時
＊為替振込…午前９時～午後３時 休　　み 休　　み

午前9時30分～午後６時
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３
月
６
日
、峰
延
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
生

産
組
合
が
令
和
７
年
度
総
会
を
開
催
し
、

来
賓・事
務
局
を
含
め
11
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

渡
辺
雅
実
組
合
長
の
挨
拶
後
、議
長

を
組
合
長
が
務
め
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
の
事
業
経
過
報
告・収
支

決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
、令
和
８
年

度
事
業
計
画（
案
）及
び
収
支
予
算（
案
）、

賦
課
金
の
徴
収
方
法
、役
員
改
選
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
、全
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、選
任
さ
れ
た
役
員
に
つ
い
て
は
、

次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

会　

長　

渡
辺　

雅
実（
再
任
）

副
会
長　

松
井　

孝
志（
再
任
）

３
月
２
日
開
催
の
臨
時
理
事
会
に
お
い

て
、次
の
事
項
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

◇
決
議
事
項
◇

１
．令
和
７
年
度
事
業
貸
借
対
照
表
、損

益
計
算
書
、剰
余
金
処
分
案
及
び
注

記
表
の
承
認
に
つい
て

２
．令
和
７
年
度
事
業
部
門
別
損
益
計
算

書
の
承
認
に
つい
て

３
．令
和
７
年
度
事
業
の
出
資
配
当
及
び

事
業
分
量
配
当
の
基
準
の
決
定
に
つ
い

て
４
．第
79
事
業
年
度（
令
和
８
年
度
）事
業

計
画
に
つい
て

５
．営
農
賦
課
金
の
賦
課
お
よ
び
徴
収
方

法
に
つい
て

６
．出
資
増
口
の
実
施
に
つい
て

２
月
26
日
、Ｊ
Ａ
本
所
３
階
に
て
、子

実
と
う
も
ろ
こ
し
栽
培
講
習
会
が
開
催

さ
れ
、栽
培
実
績
の
あ
る
方
を
中
心
に
４

名
が
参
加
し
ま
し
た
。講
師
と
し
て
、北

海
道
子
実
コ
ー
ン
組
合　

新
発
田
氏
、小

森
氏
を
招
き
、主
に
昨
年
多
く
の
地
域
で

発
生
し
た
フ
モ
ニ
シ
ン
の
発
生
状
況
や
対

策
に
つ
い
て
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。今

後
の
栽
培
に
お
い
て
、重
要
な
内
容
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、参
加
者
か
ら
積
極
的
に
質

問
さ
れ
て
い
ま
し
た
。今
後
、生
産
す
る

に
あ
た
り
、相
談
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
営

農
販
売
課・農
業
振
興
課
ま
で
お
問
合
せ

下
さ
い
。

会　

計　

愛
澤　

英
夫（
再
任
）

監　

事　

田
中　

寿
広（
新
任
）

監　

事　

目
黒　

泰
行（
新
任
）

当
Ｊ
Ａ
の
令
和
７
年
度
期
末
の
監
事

監
査
が
２
月
19
日
か
ら
27
日
ま
で
の
日

程
で
、佐
藤
代
表
監
事
、石
川
監
事
、安

沢
員
外
監
事
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
の
全
部
門
の
事
業
結
果

に
つ
い
て
、ま
た
財
務
諸
表
を
通
し
て
、会

計
経
理
が
適
正
で
あ
る
か
な
ど
を
監
査

し
、最
終
日
の
27
日
に
は
、常
勤
理
事
と

Ｊ
Ａ
幹
部
職
員
に
対
し
て
、監
査
講
評
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

峰
延
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
生
産
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　

総
会
を
開
催

３
月
臨
時
理
事
会
開
催

令
和
７
年
度
末
の

　
　
　
　
　

監
事
監
査
終
わ
る

子
実
と
う
も
ろ
こ
し
栽
培

　
　
　
　
　
　
　

  

講
習
会
開
催

３Ｒ８.４. 1



３
月
16
日
と
17
日
の
２
日
間
、Ｊ
Ａ
３

階
大
会
議
室
他
に
お
い
て
地
区
別
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。懇
談
会
は
参
集

範
囲
毎
に
、両
日
の
午
前
10
時
開
始
と
午

後
２
時
開
始
に
分
け
て
４
回
開
催
し
ま

し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
通
常
総
会
の
開
催
に

先
立
っ
て
毎
年
開
催
し
て
い
て
、令
和
７

年
度
の
事
業
及
び
決
算
結
果
と
剰
余
金

処
分
案
、令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
設

定
、規
程
の
変
更
、出
資
増
口
の
実
施
、役

員
報
酬
の
支
給
、賦
課
金
の
賦
課
及
び
賦

課
方
法
、販
売
事
業
基
盤
強
化
積
立
金

の
実
施
要
領
に
基
づ
く
助
成
事
業
の
実

施
等
の
総
会
に
提
案
す
る
案
件
の
他
に

７
年
度
の
農
産
物
の
集
荷
結
果
と
営
農

支
援
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど
の
報
告
、

ま
た
各
農
産
物
の
情
勢
や
各
事
業
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
各
課
長
か
ら
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

３
月
13
日
、峰
延
ハ
ス
カ
ッ
プ
生
産
組

合
が
ピ
パ
の
湯
ゆ
〜
り
ん
館
に
て
令
和
７

年
度
総
会
を
開
催
し
、事
務
局
を
含
め

17
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

有
ノ
木
一
男
組
合
長
の
挨
拶
、来
賓
の

峰
延
農
協
の
高
田
専
務
理
事
が
挨
拶
さ

れ
た
後
、議
長
を
組
合
長
が
務
め
議
事
に

入
り
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
の
事
業
経
過
報
告・収
支

決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
、令
和
８
年

度
事
業
計
画（
案
）及
び
収
支
予
算（
案
）、

賦
課
金
の
徴
収
方
法
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

全
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。総

会
終
了
後
は
ゆ
〜
り
ん
館
に
て
会
員
に

よ
る
懇
親
が
行
わ
れ
、令
和
８
年
度
の
活

動
に
つ
い
て
積
極
的
に
意
見
交
換
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
の
役
員
Ｏ
Ｂ
で
構
成
す
る
協

栄
会
の
総
会
が
３
月
19
日
、峰
延
町
本
町

の
酒
房
た
つ
み
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
総
会
に
先
立
っ
て
、Ｊ
Ａ
会
議
室

で
役
員
会
と
監
査
を
行
い
、総
会
に
提
出

す
る
議
案
等
を
確
定
し
総
会
に
臨
み
ま

し
た
。総
会
は
会
員
８
人
が
出
席
し
、令

和
７
年
度
の
事
業
結
果・収
支
決
算
、令

和
８
年
度
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算
案

が
原
案
通
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
に
伊
藤
組
合
長
、小
田
統
括
室

長
が
招
か
れ
、Ｊ
Ａ
の
決
算
内
容
や
農
業

や
農
協
を
取
り
巻
く
情
勢
等
が
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、

久
し
振
り
に
会
い
、懐
か
し
い
話
し
に
盛

り
上
が
って
い
ま
し
た
。

・
新
谷
柊
翔（
営
農
資
材
課
）

令
和
８
年
２
月
28
日
付
け

・
小
椋
遼
太（
金
融
課
）

令
和
８
年
３
月
31
日
付
け

皆
さ
ま
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
の
ほ
ど
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

７
．役
員
報
酬
の
支
給
に
つい
て

８
．販
売
事
業
基
盤
強
化
積
立
金
の
実
施

要
領
に
基
づ
く
助
成
事
業
の
実
施
に
つ

い
て

９
．第
78
回
通
常
総
会
の
招
集
及
び
議
案

並
び
に
総
会
参
考
資
料
に
つい
て

10
．総
会
に
お
け
る
表
彰
に
つい
て

11
．地
区
別
懇
談
会
の
日
程
に
つい
て

雪
の
少
な
い
冬
の
た
め
雪
解
け
が
１
ヵ

月
程
早
く
、春
の
農
作
業
等
で
忙
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
中
、大
勢
の
組
合
員
の
皆
さ

ま
が
出
席
、日
頃
か
ら
抱
い
て
い
る
Ｊ
Ａ

事
業
運
営
上
の
疑
問
や
意
見
、要
望
等

が
多
く
出
さ
れ
て
盛
会
裡
に
終
わ
り
ま

し
た
。

懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
、要
望
等
は

整
理
し
Ｑ
＆
Ａ
を
作
成
し
て
、後
日
皆
さ

ま
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
友 

チ
ト
セ
さ
ん 
（
92
歳
）２
月
18
日

美
唄
市
豊
葦
町
３
区

吉
田 

安
蔵
さ
ん 

（
81
歳
）２
月
24
日

美
唄
市
光
珠
内
町
下
中
の
沢

田
島 

文
子
さ
ん 

（
89
歳
）3
月
2
日

美
唄
市
光
珠
内
町
南

山
ケ
鼻 

ト
ヨ
さ
ん 
（
98
歳
）３
月
３
日

岩
見
沢
市
北
村
中
小
屋
４
６
１
３
番
地

三
輪 

正
美
さ
ん 

（
82
歳
）２
月
18
日

美
唄
市
峰
延
町
公
園

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

・
採
用
日　

令
和
８
年
４
月
１
日

・
年
　
齢　

60
歳

・
配
属
先営

農
販
売
課（
兼
）営
農
資
材
課

・
前
　
職（

道
）農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

ひら かど  たか よし

平 門 隆 良

農
協
地
区
別
懇
談
会
終
え
る

峰
延
ハ
ス
カ
ッ
プ
生
産
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　

総
会
を
開
催

峰
延
農
協
協
栄
会
が
総
会
開
催

＝
職
員
の
退
職
＝

＝
準
職
員
採
用
＝
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今
回
、２
月
17
日
〜
19
日
に
行
わ
れ
た

空
知
管
内
Ｊ
Ａ
青
年
部
道
外
農
業
視
察

研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。研
修
で
は
、Ｊ

Ａ
全
国
青
年
大
会
へ
の
参
加
を
は
じ
め
、

東
野
秀
樹
参
議
院
議
員
と
の
意
見
交
換
、

中
森
農
産
株
式
会
社
の
視
察
、Ｊ
Ａ
全

農
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
課
と
の
意
見
交
換

な
ど
、多
く
の
貴
重
な
学
び
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

東
野
秀
樹
参
議
院
議
員
と
の
意
見
交

換
で
は
、国
政
と
農
業
現
場
と
の
つ
な
が

り
を
実
感
し
ま
し
た
。農
業
政
策
は
日
々

の
営
農
に
直
結
し
て
お
り
、現
場
の
声
を

届
け
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。青
年
部
と
し
て
も
地
域

農
業
を
支
え
る
立
場
と
し
て
の
責
任
を

意
識
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。

中
森
農
産
株
式
会
社
の
視
察
で
は
、３

３
０
ha
規
模
の
大
規
模
法
人
経
営
と
組

織
的
な
運
営
体
制
に
つ
い
て
学
び
、大
き

な
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。米
・
麦
・
大
豆・

そ
ば
を
生
産
す
る
中
で
、作
業
の
効
率
化

と
計
画
的
な
作
付
体
系
を
確
立
し
、明

確
な
役
割
分
担
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
っ

て
効
率
的
な
生
産
体
制
を
築
い
て
い
る
点

が
印
象
的
で
し
た
。

現
在
、若
い
世
代
の
都
市
部
へ
の
流
出

が
進
み
、地
方
で
は
慢
性
的
な
人
手
不
足

と
い
う
深
刻
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。こ
れ

は
北
海
道
に
お
い
て
も
決
し
て
他
人
事
で

は
な
く
、広
大
な
農
地
を
有
す
る
本
地

域
に
お
い
て
担
い
手
不
足
は
地
域
農
業
の

将
来
を
左
右
す
る
重
大
な
課
題
で
あ
る

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
中
で

も
、働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
人
材
育

成
に
力
を
入
れ
る
こ
と
で
雇
用
体
制
を

整
え
、人
材
確
保
と
定
着
を
図
っ
て
い
る

点
は
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

北
海
道
農
業
は一戸
あ
た
り
の
経
営
規

模
が
大
き
く
、家
族
経
営
を
中
心
と
し

た
営
農
形
態
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。今
後
、地
域
農
業
を
持
続
し
て

い
く
た
め
に
は
、個
々
の
力
だ
け
で
は
な
く
、

組
織
や
仲
間
と
連
携
し
、そ
の
力
を
結
集

し
て
い
く
視
点
も
必
要
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
大
会
で
は
、全
国
の
青
年

部
員
が
地
域
農
業
の
発
展
に
向
け
て
活

動
し
て
い
る
姿
に
触
れ
、大
き
な
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。地
域
は
異
な
る
も
の
の
、

２
月
17
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
東
京
、

埼
玉
方
面
に
２
泊
３
日
で
研
修
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

１
日
目
は
東
京
都
千
代
田
区
の
議
員

会
館
で
東
野
秀
樹
衆
議
院
議
員
と
の
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

北
海
道
、青
年
部
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
か

ら
意
見・要
望
を
発
言
し
空
知
か
ら
は
米

の
価
格
、水
田
政
策
の
見
直
し
に
つ
い
て

意
見
を
し
て
個
人
的
に
思
っ
た
こ
と
は
、

東
野
秀
樹
氏
か
ら
の
返
答
で
今
後
の
お

米
の
価
格
が
23
千
円
を
適
正
な
金
額
だ

と
話
し
て
い
た
の
で
、20
千
円
以
下
に
下

回
ら
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
議
論
を
し
て

く
れ
た
ら
今
後
も
営
農
出
来
る
と
思
い

ま
し
た
。

青
年
部
だ
よ
り
Vol.
13

〜
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ 　
　

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
〜

空
知
管
内
Ｊ
Ａ
青
年
部

　

道
外
農
業
事
情
視
察
研
修
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

終
え
て

白
　
石
　
慎
　
二

空
知
管
内
Ｊ
Ａ
青
年
部

　

道
外
農
業
事
情
視
察
研
修
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

終
え
て

渡
　
辺
　
慶
太
郎

担
い
手
不
足
や
資
材
高
騰
な
ど
共
通
の

課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
全
農
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
課
と
の

意
見
交
換
で
は
、営
農
管
理
シ
ス
テ
ム「
ザ

ル
ビ
オ
」や「
Ｚ
―
Ｇ
Ｉ
Ｓ
」に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。圃
場
の
生
育
状
況
や
土
壌
デ
ー

タ
を
可
視
化
し
、デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
施
肥

や
防
除
の
判
断
を
行
う
仕
組
み
は
、経
験

や
勘
に
頼
る
こ
と
が
多
い
農
業
を
科
学

的
か
つ
効
率
的
な
も
の
へ
と
進
化
さ
せ
る

可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。今
後
、農
地
を

拡
大
し
て
い
く
場
合
、圃
場
管
理
の
効
率

化
は
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。広
大

な
面
積
を
限
ら
れ
た
人
員
で
管
理
す
る

た
め
に
は
、デ
ー
タ
を
活
用
し
た
省
力
化

と
的
確
な
判
断
が
重
要
に
な
る
と
感
じ

ま
し
た
。ス
マ
ー
ト
農
業
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

は
導
入
に
あ
た
って
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、

農
業
の
効
率
化
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る

力
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
研
修
で
得
た
知
識
や
経

験
を
今
後
の
営
農
に
活
か
す
と
と
も
に
、

空
知
の
仲
間
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
、地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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２
日
目
は
埼
玉
市
の
中
森
農
産
株
式

会
社
に
行
き
中
森
剛
志
氏
の
講
習
を
聞

き
ま
し
た
。埼
玉
、栃
木
、島
根
、山
口
に

て
3
3
0
ha
の
土
地
が
あ
る
事
に
驚
き

従
業
員
数
も
26
名
い
て
中
森
農
産
で
は

ど
の
よ
う
に
し
て
経
営
を
し
て
い
る
の
か

を
学
び
ま
し
た
。

中
森
氏
は
東
京
農
業
大
学
卒
業
後
２

０
１
６
年
に
10　

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
年
々

土
地
数
が
増
え
て
去
年
が
３
３
０
ha
へ
拡

大
し
て
米
、麦
、大
豆
を
中
心
に
作
付
け

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、日
本
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会
初
代

代
表
理
事
、日
本
バ
イ
オ
作
物
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
副
理
事
な
ど
他
に
も
所
属
し
て
い
て

い
ま
す
。経
営
に
つ
い
て
は
、農
業
規
模
の

最
適
化
と
独
自
の
A
I
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
の
開
発
、後
継
者
の
い
な
い
農
業
法

人
と
地
域
を
事
業
承
諾
に
よ
っ
て
再
構

築
、２
０
５
０
年
ま
で
に
全
国
10
万
ha
の

水
田
集
積
集
約
に
よ
り
、生
産
性
の
高
い

水
田
農
業
を
実
現
し
日
本
最
大
級
の
農

村
再
編
で
経
営
を
し
て
い
て
自
分
よ
り

年
齢
が
２
歳
上
な
の
に
経
営
者
と
し
て

凄
く
尊
敬
し
ま
し
た
。

従
業
員
に
つ
い
て
は
、埼
玉
、栃
木
、島

根
、山
口
県
の
各
地
域
に
い
て
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ュ
ナ
ル
職
、マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
職
と
い
う
資
格
制
度
を
持
っ
た
人

達
が
働
い
て
い
ま
す
。従
業
員
の
給
料
に

駿
河
国
駿
東
郡
は
富
士
山
の
麓
で
あ

り
、雪
解
け
水
が
か
か
る
土
地
で
あ
る
こ

と
か
ら
、天
保
七
年
の
凶
作
は
、こ
と
の
ほ

か
甚
だ
し
か
っ
た
。領
主
の
小
田
原
藩
主

大
久
保
忠
真
公
は
、地
区
の
救
援
を
江

戸
に
お
い
て
二
宮
尊
徳
翁
に
命
じ
ら
れ
、

必
要
な
資
金
は
、家
老
に
申
し
つ
け
た
の

で
、小
田
原
に
て
受
け
取
る
よ
う
に
と
言

わ
れ
た
。二
宮
翁
は
、即
刻
出
発
し
、夜
通

し
歩
い
て
朝
方
小
田
原
に
到
着
さ
れ
、直

ぐ
に
資
金
を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、家
老
、

年
寄
達
で
評
議
し
て
か
ら
と
い
う
こ
と
な

の
で
、二
宮
翁
は
、そ
の
評
議
が
終
わ
る
の

を
ず
っ
と
待
っ
て
お
ら
れ
た
。だ
が
、評
議

の
結
論
が
出
な
い
ま
ま
、つ
い
に
正
午
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
。そ
こ
で
、家
老
年
寄
達
は
、

昼
食
を
食
べ
た
後
に
評
議
を
再
開
し
よ

う
と
し
た
。そ
の
時
、二
宮
翁
は
次
の
よ

う
に
言
わ
れ
た
。

領
民
た
ち
は
、い
ま
飢
え
に
苦
し
み
、

死
の
恐
怖
に
追
わ
れ
て
い
る
。こ
れ
を
救

済
す
る
た
め
の
評
議
を
開
い
て
も
、い
ま

だ
に
決
定
し
て
い
な
い
。そ
れ
な
の
に
、弁

当
を
先
に
し
て
、大
事
な
評
議
を
後
に
す

る
の
は
、公
を
後
に
し
私
を
先
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。今
日
の
こ
と
は
、平
時
の
こ
と

で
は
な
く
、数
万
の
領
民
の
命
に
か
か
わ

る
重
大
な
件
で
あ
る
。こ
の
決
議
を
先
に

し
て
、弁
当
は
そ
の
後
に
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
評
議
が
決
議
で
き
な
け
れ
ば
、た
と

え
、夜
に
入
ろ
う
と
も
弁
当
は
口
に
す
べ

き
で
は
な
い
。慎
ん
で
、評
議
の
継
続
を
願

う
も
の
で
あ
る
。

家
老
年
寄
達
も
、尤
も
で
あ
る
と
気
が

付
き
、皆
弁
当
を
食
べ
ず
に
評
議
を
続
け

ら
れ
、速
や
か
に
用
米
の
蔵
を
開
く
こ
と

に
決
定
し
、蔵
奉
行
に
命
令
し
た
が
、今

度
は
蔵
奉
行
が
、蔵
を
開
く
日
は
月
に
六

回
と
定
ま
っ
て
い
る
の
で
、そ
の
日
ま
で
は

開
け
な
い
、こ
れ
ま
で
定
ま
っ
た
日
以
外
に

開
い
た
前
例
は
な
い
、と
言
っ
て
開
け
な
か

っ
た
。そこ

で
、ま
た
、二
宮
翁
と
大
議
論
が

あ
っ
た
。だ
が
、家
老
達
が
居
並
ぶ
と
こ
ろ

で
弁
当
云
々
と
二
宮
翁
が
論
じ
た
と
の
話

を
、蔵
奉
行
が
聞
き
、自
分
達
の
非
に
気

付
き
、直
ぐ
に
蔵
を
開
け
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。

こ
れ
は
、皆
、二
宮
翁
の
至
誠
の
賜
物
で

あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
夜
一九
八
）

ha

つ
き
ま
し
て
も
、基
本
給
＋
諸
手
当
＋
賞

与
で
補
って
い
ま
し
た
。

３
日
目
は
東
京
都
の
Ｊ
Ａ
全
農
で
ス
マ

ー
ト
農
業
推
進
課
と
の
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。今
後
土
地
が
増
え
て
い
く

中
、働
く
人
手
が
足
り
な
く
な
っ
て
い
く

中
で
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ

ク
タ
ー
、自
動
操
舵
付
き
ト
ラ
ク
タ
ー
、高

性
能
田
植
え
機
な
ど
が
必
要
に
な
っ
て
い

く
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。ま
た
、経
営・

生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
中
の
ザ
ル
ビ
オ
か
Ｚ

―
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
ど
ち
ら
か
を
導
入
す
る
か
考

え
て
い
た
の
で
説
明
を
聞
け
て
良
か
っ
た

で
す
。

２
日
目
、３
日
目
と
東
京
都
練
馬
区
の

練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー
で
全
国
Ｊ
Ａ
青
年

大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
青
年
組

織
活
動
実
績
で
は
、東
北・北
海
道
ブ
ロッ

ク
か
ら
北
海
道
の
Ｊ
Ａ
た
い
せ
つ
青
年
部

高
橋
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
取
り
凄
く
誇

ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。ま
た
、Ｊ
Ａ
青
年

組
織
手
づ
く
り
看
板
で
は
、日
本
農
業
新

聞
賞
に
北
海
道
の
Ｊ
Ａ
今
金
町
青
年
部

が
受
賞
し
ま
し
た
。

最
後
に
Ｊ
Ａ
空
知
青
年
部
連
合
会
を

始
め
各
関
係
者
の
方
々
こ
の
よ
う
な
研
修

に
参
加
出
来
た
事
は
今
後
の
営
農
に
も

活
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

報　徳
駿東郡の救急と
小田原藩
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ＪＡみねのぶ 経営管理組織図
（令和８年４月１日現在）

新田 真代　豆野 里菜
高川 俊一　石田 有沙

阿蘇 佑里子　富宅 見津江
深澤 真夕子　葛西 唯

原野 一美　中田 雅世
青木 定亥　伊藤 亜由美
鈴木 豊子

高田 美音　横山 沙季
小田 利枝

村山 瑛亮　皆川 愛佳
美濃 雅子　上田 奈波

森 珠美　山下 康行
中澤 幸枝

大泉 恭介　小笠原 康平
矢野 龍太　好川 諭
菅原 和彦　長谷川 雅人
高橋 直希

中野 勝之　柿崎 直美
藤井 淳一　谷村 佳晃
三浦 雅美

菊池 大　齋藤 清

葛西 義奇　古川 楓
平門 隆良（兼）　伊藤 岳史
大池 敦子

蝦名・宮崎・石上

大江 俊介　樗木 正樹
石澤 純史

横田 遥人　上田 駿樹
大森 煌樹　伊藤 翔太
平門　隆良（兼）　本田 悠樹
谷野 明美　大平 明日香（兼）

高倉 龍成　谷村 晃太郎
小田島 朱里　大平 明日香（兼）

田中 和憲　小田島 朱里（兼）
平野 敏浩

川越 基弘　高倉 龍成

職　員　数
正 職 員
準 職 員

30
37

合 計 67

（主査）　　（休職）

（主査）　　（休職）

（主査）

（主査）

（主査）

（主査）
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